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朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
五
九
）

朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て

│
刑
罰
史
の
一
幕

│

新　
　

井　
　
　
　
　

勉

は
じ
め
に

黙
阿
弥
の
白
浪
物
の
中
に
「
浜
の
真
砂
は
つ
き
る
と
も
世
に
盗
人
の
種
は
つ
き
ま
じ
」
と
い
う
、
大
変
有
名
な
台
詞
が
あ
る
。
盗
罪
を

は
じ
め
、
日
々
あ
ち
こ
ち
で
無
数
の
犯
罪
が
お
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
的
権
力
は
可
能
な
か
ぎ
り
犯
人
を
と
ら
え
、
刑
罰
権
を
行
使

す
る
。
現
在
多
く
の
国
々
の
刑
罰
の
中
心
は
懲
役
な
ど
の
自
由
刑
で
あ
る
。
国
に
よ
っ
て
は
な
お
死
刑
が
残
っ
て
い
る
が
、
犯
人
の
身
体

を
損
傷
し
た
り
犯
人
に
苦
痛
を
与
え
た
り
す
る
身
体
刑
は
ほ
ぼ
跡
を
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
死
刑
が
古
く
か
ら
あ
る
刑
罰
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
懲
役
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
労
役
場
を
想
起
す
る
と
高
々
一
六
世
紀

論　

説

一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
六
〇
）

末
ま
で
し
か
起
源
が
遡
ら
な
い
。
日
本
の
場
合
、
石
川
島
の
人
足
寄
場
は
一
八
世
紀
末
ま
で
し
か
起
源
が
遡
ら
な
い
。
懲
役
に
比
較
す
る

と
、
手
足
や
耳
鼻
を
切
断
し
た
り
、
笞
や
杖
で
身
体
を
殴
打
し
た
り
す
る
身
体
刑
の
方
が
、
東
洋
、
西
洋
を
と
わ
ず
、
ず
っ
と
長
い
歴
史

を
も
っ
て
い
る
。

八
世
紀
初
め
、
古
代
日
本
は
、
唐
律
を
模
倣
し
て
大
宝
律
や
養
老
律
を
編
纂
し
、
笞
刑
、
杖
刑
を
導
入
し
た
。
二
つ
の
律
は
、
笞
刑
を

笞
罪
と
称
し
、
笞
一
〇
か
ら
笞
五
〇
ま
で
の
五
等
、
杖
刑
を
杖
罪
と
称
し
、
杖
六
〇
か
ら
杖
一
〇
〇
ま
で
の
五
等
と
し
た
。
笞
罪
も
杖
罪

も
、
刑
具
は
節
を
削
っ
た
杖
で
あ
る
。
刑
名
は
五
〇
以
下
と
六
〇
以
上
を
以
て
区
別
し
、
刑
具
の
太
さ
は
笞
罪
の
杖
を
杖
罪
の
杖
よ
り
も

一
分
、
す
な
わ
ち
、
約
三
ミ
リ
細
く
し
た
（
1
）

。
こ
の
刑
具
に
よ
り
刑
吏
が
受
刑
者
の
裸
の
臀
を
う
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
時
代
が
一
気
に
下
る
。
明
治
政
府
は
当
初
笞
、
杖
の
身
体
刑
を
再
び
採
用
し
た
。
こ
れ
は
明
律
、
清
律
を
模
倣
し
て
編
纂
し
た

仮
刑
律
や
新
律
綱
領
が
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
明
治
五
年
四
月
、
政
府
が
笞
刑
、
杖
刑
を
廃
し
懲
役
と
し
た
か
ら
、
僅
か

数
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
間
に
東
京
裁
判
所
が
笞
刑
や
杖
刑
に
処
し
た
事
件
の
口
供
書
や
擬
律
書
が
残
っ
て
い
る
（
2
）

。
口
供
書
は
自
白
書

で
、
擬
律
書
は
判
決
案
で
あ
る
。

近
代
日
本
は
、
江
戸
幕
府
が
結
ん
だ
不
平
等
条
約
を
改
正
し
て
、
欧
米
諸
国
の
仲
間
に
入
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
多
用
し
た
死
刑
を
制
限

し
、
身
体
刑
を
廃
止
し
た
。
一
方
、
同
時
代
の
清
国
も
、
韓
国
も
、
依
然
と
し
て
旧
時
代
の
刑
罰
に
固
執
し
た
。
そ
の
た
め
、
近
代
日
本

が
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
に
勝
ち
、
総
督
を
お
い
て
支
配
し
た
台
湾
や
朝
鮮
で
は
、
ど
ち
ら
の
総
督
府
も
便
宜
上
旧
時
代
の
笞
刑
を
温
存

し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
一
〇
数
年
前
、
法
制
史
家
と
し
て
著
名
な
利
光
三
津
夫
氏
が
『
法
学
研
究
』
誌
上
「
最
後
の
笞
刑
法
案
」
と
題
し
て
、
旧
満
州

国
の
「
暫
行
易
笞
法
案
」
な
る
も
の
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
易
の
字
は
「
か
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
住
居
も
生
業
も
な
い
者

二



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
六
一
）

に
三
月
以
下
の
徒
刑
、
一
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
、
拘
留
、
ま
た
は
科
料
を
科
す
る
場
合
に
、
笞
刑
を
以
て
そ
の
刑
の
執
行
に
か
え
る
の
で

あ
る
。
利
光
氏
は
、
解
題
の
中
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
3
）

。

法
の
近
代
化
の
波
は
、
肉
刑
の
全
面
的
廃
止
の
傾
向
を
よ
び
、
日
本
に
お
い
て
は
、
明
治
六
年
の
「
改
定
律
例
」
名
例
上
に
、

第
一
条　

凡
笞
刑
徒
流
（
凡
笞
杖
徒
流
の
誤
り
…
…
新
井
）
ノ
刑
名
ヲ
改
メ
、
一
体
ニ
懲
役
ニ
換
ヘ
、
例
ニ
照
シ
テ
役
ニ
服
ス
、

と
定
め
ら
れ
、
法
典
よ
り
姿
を
没
す
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
後
、
笞
刑
は
、
広
義
な
意
味
（
笞
刑
の
み
な
ら
ず
杖
刑
を
含
む
…
…
同
）
に
使
用
さ
れ
明
治
四
十
五
年
、「
朝
鮮
笞
刑
令
」
と

し
て
復
活
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
特
別
法
と
し
て
で
あ
り
、
政
令
と
い
う
形
式
に
止
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
法
は
、
終
戦

に
よ
り
、
当
然
に
そ
の
効
力
を
失
っ
た
。

こ
の
説
明
は
雑
で
あ
る
。
①
政
令
は
「
制
令
」
の
誤
り
で
、
制
令
は
朝
鮮
総
督
が
朝
鮮
に
お
け
る
法
律
事
項
を
独
自
に
定
め
た
法
形
式

の
こ
と
を
い
う
。
台
湾
総
督
の
定
め
た
律
令
（
リ
ツ
レ
イ
）
に
対
応
し
て
い
る
。
②
明
治
四
五
年
三
月
、
朝
鮮
総
督
府
は
、
制
令
第
一
一

号
「
朝
鮮
刑
事
令
」
を
公
布
し
、
朝
鮮
に
お
い
て
内
地
の
刑
法
や
刑
事
訴
訟
法
な
ど
を
依
用
（
法
令
内
容
の
施
行
を
い
う
）
す
る
こ
と
と

し
、
同
時
に
制
令
第
一
三
号
で
「
朝
鮮
笞
刑
令
」
を
公
布
し
た
。
笞
刑
令
は
刑
事
令
の
特
別
法
な
が
ら
、
右
の
「
し
か
し
、
そ
れ
は
特
別

法
と
し
て
で
あ
り
、
政
令
と
い
う
形
式
に
止
ま
っ
て
い
る
」
の
箇
所
は
、
何
の
こ
と
か
意
味
不
明
で
あ
る
。
③
広
く
し
ら
れ
る
が
、
大
正

八
年
の
三
・
一
独
立
運
動
に
よ
り
、
内
地
政
府
は
、
朝
鮮
支
配
を
武
断
政
治
か
ら
文
化
政
治
に
変
更
し
た
。
改
革
の
一
環
と
し
て
、
大
正

九
年
三
月
、
朝
鮮
総
督
府
は
制
令
第
五
号
「
朝
鮮
笞
刑
令
廃
止
ノ
件
」
を
公
布
し
笞
刑
令
を
廃
止
し
た
か
ら
、
右
の
「
こ
の
法
は
、
終
戦

三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
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四
年
十
月
）

（
二
六
二
）

に
よ
り
、
当
然
に
そ
の
効
力
を
失
っ
た
」
の
箇
所
は
、
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
（
4
）

。

こ
こ
で
、
近
代
日
本
の
支
配
し
た
外
地
に
お
け
る
笞
刑
に
つ
い
て
、
簡
単
に
纏
め
て
み
よ
う
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。
法
令
形
式
、
法
令

名
、
対
象
者
、
制
定
〜
廃
止
の
順
で
あ
る
（
5
）

。

○
台
湾

律
令
、
罰
金
及
笞
刑
処
分
例
、
本
島
人
・
清
国
人
、
明
治
三
七
年
（
律
一
）
〜
大
正
一
〇
年
（
律
七
）

○
関
東
州

勅
令
、
関
東
州
罰
金
及
笞
刑
処
分
令
、
支
那
人
、
明
治
四
一
年
（
勅
二
三
六
）
〜
？

○
朝
鮮

制
令
、
朝
鮮
笞
刑
令
、
朝
鮮
人
、
明
治
四
五
年
（
制
一
三
）
〜
大
正
九
年
（
制
五
）

二
〇
世
紀
の
朝
鮮
や
台
湾
に
お
い
て
笞
刑
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
昔
も
今
も
日
本
の
法
学
者
や
法
律
家
の
常
識
に
属
す
る
が
、
執
行
の

実
態
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
三
〇
年
前
、
私
が
金
沢
大
学
で
、
元
第
四
高
等
学
校
所
蔵
の
『
朝
鮮
総
督
府

統
計
年
報
』
を
思
い
つ
く
ま
ま
複
写
機
に
か
け
、
そ
の
後
、
長
く
筐
底
に
お
い
た
も
の
を
綴
り
あ
わ
せ
、
近
代
日
本
の
支
配
し
た
朝
鮮
で

行
わ
れ
た
笞
刑
執
行
の
実
態
を
素
描
し
よ
う
と
思
う
。

ち
な
み
に
、
大
正
二
年
六
月
一
五
日
発
行
の
『
法
律
新
聞
』
は
、
第
一
面
に
「
姦
婦
に
対
す
る
野
蛮
の
私
刑
」
と
題
し
て
、
村
人
ら
が

見
守
る
中
、
木
に
縛
ら
れ
た
若
い
女
性
の
裸
の
背
中
を
村
長
が
鞭
で
打
ち
叩
く
、
大
き
な
図
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
露
国
の
僻
陬

四



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
六
三
）

ス
テ
ツ
ペ
ン
村
は
行
政
、
司
法
共
に
其
部
落
の
郷
長
が
司
り
居
る
風
習
な
る
が
、
図
は
此
村
の
年
若
き
一
婦
人
が
隣
家
の
男
と
姦
通
せ
る

を
郷
人
に
捕
へ
ら
れ
強
鞭
を
揮
つ
て
五
十
笞
を
下
す
所
な
り
。
さ
り
と
は
野
蛮
極
ま
る
風
習
と
云
ふ
べ
し
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で

野
蛮
と
烙
印
を
お
し
た
の
は
、
村
長
が
行
う
私
刑
よ
り
は
、
姦
婦
に
鞭
を
揮
う
私
刑
の
内
容
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
姦
婦
や
姦
夫

を
懲
役
に
処
す
る
刑
法
を
も
ち
、
外
地
の
人
々
に
笞
刑
を
行
う
近
代
日
本
が
、
こ
の
風
習
を
非
難
す
る
資
格
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

一　

朝
鮮
笞
刑
令

朝
鮮
総
督
府
に
お
け
る
笞
刑
執
行
の
実
態
を
み
る
に
は
、
朝
鮮
笞
刑
令
か
ら
始
め
る
の
が
順
序
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
稿
は
、
朝
鮮

笞
刑
令
の
根
拠
た
る
朝
鮮
総
督
の
立
法
権
に
つ
い
て
論
及
す
る
こ
と
を
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
朝
鮮
総
督
が
、
明
治
四
四
年
法
律
第
三
〇

号
「
朝
鮮
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律
」
に
よ
り
（
6
）

、
朝
鮮
に
お
い
て
法
律
事
項
を
独
自
に
定
め
る
制
令
の
制
定
権
を
も
っ
て
い
た

こ
と
を
承
知
し
て
い
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
。

一
部
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
明
治
四
五
年
三
月
一
八
日
、
初
代
朝
鮮
総
督
寺
内
正
毅
は
、
制
令
第
一
一
号
で
「
朝
鮮
刑
事
令
」
を
公
布

し
、
朝
鮮
に
お
い
て
内
地
の
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
な
ど
、
一
二
の
法
令
を
依
用
す
る
こ
と
と
し
、
従
前
の
韓
国
の
刑
事
法
典
た
る
「
刑
法

大
全
」
を
廃
止
し
た
。
依
用
と
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
を
施
行
す
る
の
で
は
な
く
、
法
律
の
内
容
を
施
行
す
る
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
と
と
も

に
、
同
日
、
寺
内
総
督
は
、
制
令
第
一
三
号
で
「
朝
鮮
笞
刑
令
」
を
公
布
し
た
（
7
）

。

さ
て
、
こ
の
朝
鮮
笞
刑
令
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
笞
刑
の
対
象
者
は
朝
鮮
人
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
も
一
六
歳
以
上
、
六
〇
歳
以
下
の

男
性
に
あ
ら
ざ
れ
ば
科
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
笞
刑
を
科
す
る
か
と
い
う
と
、
①
三
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
拘
留

に
処
す
る
べ
き
場
合
、
②
一
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
に
処
す
る
べ
き
者
が
無
住
所
か
無
資
産
か
の
場
合
で
あ
る
（
8
）

。
ど
ち
ら
か
に

五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
六
四
）

あ
た
れ
ば
、
裁
判
所
や
即
決
官
署
が
そ
の
情
状
に
よ
り
笞
刑
を
言
い
渡
す
の
で
あ
る
。

第
一
条　

三
月
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
拘
留
ニ
処
ス
ヘ
キ
者
ハ
其
ノ
情
状
ニ
依
リ
笞
刑
ニ
処
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
条　

百
円
以
下
ノ
罰
金
又
ハ
科
料
ニ
処
ス
ヘ
キ
者
左
ノ
各
号
ノ
一
ニ
該
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
情
状
ニ
依
リ
笞
刑
ニ
処
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一　

朝
鮮
内
ニ
一
定
ノ
住
所
ヲ
有
セ
サ
ル
ト
キ

二　

無
資
産
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

②
一
定
の
住
所
の
な
い
者
は
資
産
が
な
い
し
、
一
定
の
住
所
が
あ
っ
て
も
資
産
が
な
い
者
が
い
る
。
そ
の
よ
う
な
者
に
罰
金
や
科
料
を

払
え
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
無
理
な
話
で
あ
る
。
①
三
月
以
下
の
懲
役
や
拘
留
に
処
さ
れ
る
大
勢
の
者
の
た
め
に
総
督
府
が
監
獄
を
拡
張

し
増
設
す
る
の
は
、
財
政
上
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
朝
鮮
は
併
合
時
ま
で
、
正
確
に
は
朝
鮮
刑
事
令
の
施
行
ま
で
刑
法
大
全

に
よ
り
笞
刑
（
9
）

を
多
用
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
笞
刑
を
温
存
す
る
の
に
こ
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

笞
刑
は
監
獄
ま
た
は
即
決
官
署
で
行
い
、
秘
密
に
執
行
す
る
。
公
開
し
な
い
。
執
行
方
法
は
「
笞
」
を
以
て
臀
を
う
つ
。
笞
三
〇
以
下

の
場
合
は
一
回
で
行
い
、
三
〇
ま
で
を
ま
す
ご
と
に
一
回
を
加
え
る
。
執
行
は
一
日
一
回
を
こ
え
て
は
な
ら
ず
、
笞
五
〇
を
執
行
す
る
に

は
二
日
、
笞
一
〇
〇
を
執
行
す
る
に
は
四
日
と
、
日
数
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
先
走
る
が
、
次
の
朝
鮮
笞
刑
令
施
行
規
則

は
、
二
回
以
上
の
場
合
、
連
日
執
行
せ
よ
と
定
め
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
朝
鮮
笞
刑
令
の
定
め
る
の
は
こ
の
程
度
で
、
明
治
四
五
年
三
月
一
九
日
制
定
の
朝
鮮
総
督
府
令
第
三
二
号
「
朝
鮮
笞
刑
令

施
行
規
則
」
お
よ
び
同
年
三
月
三
〇
日
発
令
の
朝
鮮
総
督
府
訓
令
第
四
一
号
「
笞
刑
執
行
心
得
」
の
二
つ
が
、
笞
刑
執
行
の
細
目
を
規
定

六



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
六
五
）

し
て
い
た
（
10
）

。
こ
の
施
行
規
則
に
よ
る
と
、
執
行
に
は
典
獄
、
看
守
長
、
ま
た
は
即
決
官
署
の
長
か
代
理
官
が
た
ち
あ
い
、
受
刑
者
に
笞
刑

の
執
行
と
笞
数
を
告
知
し
て
、
所
属
官
署
の
吏
員
が
執
行
す
る
。
執
行
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
に
行
う
。

笞
刑
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
ど
の
よ
う
な
笞
を
使
う
の
か
、
ど
の
よ
う
に
笞
を
使
う
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
笞
の
材
質
、
形
状

お
よ
び
寸
法
は
、
施
行
規
則
の
第
一
一
条
が
定
め
て
い
た
。

第
一
一
条　

笞
ハ
長
サ
一
尺
八
寸
厚
サ
二
分
五
厘
濶
サ
笞
頭
七
分
笞
柄
四
分
五
厘
ニ
シ
テ
竹
片
ヲ
以
テ
之
ヲ
作
リ
疎
節
ヲ
削
除
シ
麻

ヲ
以
テ
縦
ニ
之
ヲ
裹
ミ
笞
頭
ハ
断
余
ヲ
片
頭
ニ
一
寸
二
分
ヲ
剰
シ
笞
柄
ハ
六
分
ヲ
剰
シ
麻
糸
ヲ
以
テ
密
ニ
其
ノ
外
部
ヲ
横
纏
シ
一

纏
毎
ニ
背
部
ニ
交
結
シ
テ
以
テ
一
条
稜
ヲ
成
シ
長
サ
五
寸
布
片
ヲ
以
テ
其
ノ
笞
柄
ヲ
包
ミ
外
径
ハ
笞
頭
二
寸
二
分
笞
柄
一
寸
五
分

ト
ス

珍
し
く
『
法
令
全
書
』
に
誤
記
が
あ
る
。
外
径
の
笞
頭
二
寸
「
二
分
」
は
、
二
寸
三
分
の
誤
記
で
あ
る
。
今
回
、
手
元
の
『
朝
鮮
法
令

輯
覧
』
大
正
四
年
版
を
参
照
し
確
認
し
た
。
こ
の
点
を
訂
正
す
る
と
、
こ
の
第
一
一
条
は
、
実
は
、
明
治
三
七
年
台
湾
総
督
府
令
第
三
八

号
「
罰
金
及
笞
刑
処
分
例
施
行
細
則
（
11
）

」
第
一
二
条
の
規
定
と
同
一
で
あ
る
。
長
さ
約
五
四
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
約
七
・
六
ミ
リ
、
笞
頭
約

二
・
一
セ
ン
チ
、
笞
柄
約
一
・
四
セ
ン
チ
の
竹
片
三
個
（
四
個
で
は
多
い
）
を
、
節
を
削
り
麻
布
を
以
て
縦
に
包
む
。
そ
の
上
で
、
外
部

を
麻
糸
で
隙
間
な
く
横
に
括
り
、
一
括
り
ご
と
に
笞
の
背
で
結
び
一
続
き
の
角
を
な
す
よ
う
に
作
成
す
る
。
た
だ
笞
頭
や
笞
柄
の
作
業
が

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
外
径
が
笞
頭
約
七
・
〇
セ
ン
チ
、
笞
柄
約
四
・
五
セ
ン
チ
の
笞
が
で
き
あ
が
る
。

こ
の
施
行
規
則
第
一
一
条
や
、
台
湾
の
罰
金
及
笞
刑
処
分
例
施
行
細
則
第
一
二
条
の
字
面
を
み
て
い
て
も
、
竹
片
三
個
を
円
形
に
し
て

七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
六
六
）

作
る
こ
と
や
、
笞
の
寸
法
が
わ
か
る
程
度
で
、
細
部
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
は
、
朝
鮮
や
台
湾
の
笞
の
原
型
と
い
う
べ
き
笞

の
図
が
『
法
令
全
書
』
の
中
に
あ
る
。
何
か
と
い
う
と
、
新
律
綱
領
の
首
巻
の
獄
具
図
中
、
笞
の
表
面
図
、
お
よ
び
背
面
図
が
、
そ
れ
で

あ
る
（
12
）

。
新
律
綱
領
の
笞
は
笞
柄
の
竹
片
の
濶
さ
が
四
分
二
厘
、
笞
柄
を
白
色
の
韋
（
鞣
し
皮
）
で
包
む
こ
と
を
除
き
、
他
の
寸
法
も
作
り

方
も
、
後
の
朝
鮮
や
台
湾
の
笞
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
笞
の
材
質
は
竹
片
で
、
形
状
や
、
寸
法
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
近
代
朝
鮮
史
研
究
者
の
朴
慶
植
氏
が
「
笞
は
牛
の
陰
茎
を
使
用
し
、
先
に
鉛
を
つ
け
た
も
の
で
、
打
つ
と
肉
に
の
め
り
こ
ん
で
出
血

し
た
」
と
い
う
（
13
）

の
は
、
果
し
て
何
を
論
拠
と
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
俗
説
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
も
、
明
ら
か
で
は

な
い
。

次
に
笞
刑
執
行
心
得
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
縦
七
尺
五
寸
、
横
六
尺
（
約
二
二
七
セ
ン
チ
×
約
一
八
二
セ
ン
チ
）
の
十
字
状

の
「
刑
盤
」
に
莚
を
し
き
、
受
刑
者
を
う
つ
ぶ
せ
に
ね
か
せ
、
両
腕
両
脚
を
刑
盤
に
窄
帯
で
固
定
し
て
、
臀
部
を
露
出
さ
せ
る
。
執
行
者

は
一
方
の
臀
を
連
打
し
、
執
行
二
回
以
上
の
場
合
は
一
回
目
左
臀
、
二
回
目
右
臀
と
い
う
よ
う
に
交
互
に
執
行
し
、
執
行
一
回
の
場
合
は

笞
数
を
折
半
し
て
左
右
の
臀
に
執
行
す
る
。
受
刑
者
が
号
叫
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
ぬ
ら
し
た
布
を
口
に
お
し
こ
む
。

第
二
条　

笞
刑
執
行
者
ハ
右
手
ニ
笞
ヲ
携
ヘ
之
ヲ
垂
下
シ
テ
受
刑
者
ノ
左
側
ニ
進
ミ
其
ノ
腕
ヲ
延
長
シ
テ
笞
頭
ノ
受
刑
者
右
臀
ニ
接

触
ス
ル
コ
ト
約
三
寸
ノ
距
離
ニ
於
テ
位
置
ヲ
定
メ
同
時
ニ
左
足
ヲ
約
一
歩
後
ロ
ヘ
引
キ
其
ノ
足
尖
ヲ
外
側
ニ
向
ケ
左
手
ハ
肘
ヲ
軽

ク
張
リ
拇
指
ヲ
背
ロ
ニ
シ
テ
（
執
行
者
帯
剣
ノ
場
合
ハ
左
手
ニ
剣
柄
ヲ
握
リ
）
之
ヲ

骨
ノ
側
方
ニ
当
テ
体
ノ
重
ミ
ヲ
右
膝
ニ
托

シ
稍
々
前
方
ニ
傾
ク
ノ
姿
勢
ヲ
為
ス
ヘ
シ

＊

骨
は
腰
の
骨
を
い
う
。

八



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
六
七
）

第
三
条　

笞
ノ
鞭
下
ハ
笞
刑
執
行
者
自
ラ
笞
ノ
裏
面
ヲ
頭
上
ニ
接
ス
ル
ノ
度
ニ
於
テ
上
方
ヨ
リ
笞
ノ
表
面
ニ
テ
受
刑
者
ノ
右
臀
ニ
対

シ
一
鞭
毎
ニ
自
ラ
発
声
シ
テ
笞
数
ヲ
算
シ
ツ
ヽ
之
ヲ
連
行
ス
ヘ
シ

第
四
条　

受
刑
者
ノ
左
臀
ニ
対
シ
鞭
ヲ
加
フ
ル
ト
キ
ハ
第
二
条
及
第
三
条
ノ
方
法
ニ
依
リ
受
刑
者
ハ
右
側
ヨ
リ
之
ヲ
行
フ
ヘ
シ

こ
こ
も
『
法
令
全
書
』
の
誤
記
で
あ
る
。
第
四
条
の
受
刑
者
「
ハ
」
は
、
受
刑
者
ノ
、
の
誤
記
で
あ
る
。
笞
の
材
質
、
形
状
、
寸
法
も

重
要
な
が
ら
、
よ
り
重
要
な
の
は
ど
の
よ
う
に
笞
を
使
う
の
か
、
と
い
う
打
ち
方
で
あ
る
。
こ
の
執
行
心
得
第
二
条
、
第
三
条
が
打
ち
方

を
定
め
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
肝
腎
の
打
力
は
、
執
行
心
得
の
ど
こ
に
も
み
あ
た
ら
な
い
。
執
行
者
の
体
力
お
よ
び
打
力
は
、
こ
の
二
箇

条
の
制
約
し
か
う
け
な
い
。

執
行
心
得
は
確
か
に
、
第
九
条
「
打
方
ハ
終
始
寛
厳
ノ
差
ナ
ク
且
受
刑
者
ノ
皮
膚
ヲ
損
傷
セ
サ
ル
様
注
意
シ
引
キ
打
又
ハ
横
打
ヲ
為
ス

ヘ
カ
ラ
ス
」
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
笞
刑
令
が
第
一
一
条
「
笞
刑
ハ
監
獄
又
ハ
即
決
官
署
ニ
於
テ
秘
密
ニ

之
ヲ
執
行
ス
」
と
命
じ
る
以
上
、
こ
の
第
二
条
、
第
三
条
が
厳
格
に
遵
守
さ
れ
る
保
証
は
な
か
っ
た
。
往
々
に
し
て
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
朴
慶
植
氏
が
「
笞
刑
は
全
く
の
封
建
的
残
酷
性
を
お
び
た
『
蛮
刑
』
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
死
亡
者
・
不
具
者
な
ど
、
犠
牲
者
が
多
く
出
た
（
14
）

」
と
大
書
す
る
の
は
、
何
ら
論
拠
が
示
さ
れ
ず
俄
か
に
信
じ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
、
平
野
義
太
郎
は
昭
和
一
五
年
夏
、
関
東
州
で
、
笞
刑
の
「
痛
苦
は
体
力
の
強
い
支
那
苦
力
さ
へ
も
声
を
張
り
あ
げ
て
泣
き
叫
ぶ

に
至
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
り
、
受
刑
後
に
歩
く
こ
と
が
出
来
ぬ
者
も
ゐ
る
（
15
）

」
と
い
う
こ
と
を
伝
聞
し
た
ら
し
い
。
今
と
な
っ
て
は
、
平
野

が
関
東
州
の
監
獄
や
民
政
署
で
笞
刑
執
行
直
後
の
受
刑
者
を
目
撃
し
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
六
八
）

二　

笞
刑
の
執
行

朝
鮮
総
督
府
に
お
け
る
笞
刑
執
行
の
実
態
を
み
る
前
提
と
し
て
、
関
係
す
る
法
令
を
ざ
っ
と
一
瞥
し
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、
ど
れ
ほ
ど

の
人
々
が
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
犯
罪
に
笞
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
言
い
渡
さ
れ
る
笞
数
は
ど
れ

ほ
ど
だ
っ
た
の
か
、
を
み
て
み
よ
う
。
二
〇
世
紀
朝
鮮
に
笞
刑
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
常
識
だ
と
い
っ
て
も
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で

一
度
と
し
て
具
体
的
な
数
が
語
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

既
に
み
た
よ
う
に
、
笞
刑
は
、
一
六
歳
以
上
六
〇
歳
以
下
の
朝
鮮
人
の
男
性
に
対
し
て
、
①
三
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
拘
留
か
、
②

無
住
所
か
無
資
産
で
、
一
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
科
料
か
、
①
②
ど
ち
ら
か
の
場
合
、
裁
判
所
や
即
決
官
署
が
そ
の
情
状
に
よ
り

言
い
渡
す
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
朝
鮮
の
司
法
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
は
し
な
い
（
16
）

。
こ
こ
で
は
、
そ
の
頃
朝
鮮
に
お
い
て
は
朝
鮮

総
督
府
裁
判
所
令
（
明
治
四
三
制
五
）
の
定
め
る
裁
判
所
が
刑
事
裁
判
を
行
う
の
が
原
則
で
、
軽
微
な
犯
罪
は
犯
罪
即
決
例
（
明
治
四
三

制
一
二
）
に
よ
り
警
察
署
長
ま
た
は
そ
の
職
務
を
取
り
扱
う
者
が
即
決
し
た
こ
と
を
し
っ
て
い
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
。
今
一
つ
、
総
督
府

の
警
察
機
構
は
中
央
、
地
方
と
も
幹
部
の
多
く
が
憲
兵
の
兼
務
だ
っ
た
こ
と
を
し
っ
て
い
る
こ
と
も
、
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
、
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
笞
刑
の
人
数
を
み
よ
う
。
次
に
掲
げ
る
表
は
、
第
一
審
判
決
中
、
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
人
数
で

あ
る
（
17
）

。
こ
の
う
ち
、
明
治
四
四
年
か
ら
大
正
元
年
（
＝
明
治
四
五
年
）
三
月
ま
で
は
、
朝
鮮
笞
刑
令
施
行
前
の
話
で
あ
る
。

年　
　

次

人　
　

数

年　
　

次

人　
　

数

年　
　

次

人　
　

数

明
治
四
四
年

二
五
二
八

大
正　

三
年

七
二
五
二

大
正　

六
年

一
七
七
八
三

一
〇



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
六
九
）

大
正　

元
年

四
三
二
一

四
年

九
〇
〇
七

七
年

一
八
〇
四
六

二
年

六
二
八
二

五
年

一
三
三
四
一

八
年

一
四
三
五
一

第
一
審
判
決
中
、
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
犯
し
た
罪
は
何
か
。
大
正
五
年
に
つ
い
て
上
位
五
つ
を
順
に
掲
げ
よ
う
（
18
）

。
こ
れ
は
刑
法

犯
、
特
別
法
犯
の
両
者
を
含
め
た
順
位
で
あ
る
。

罪　
　

名

人　
　

数

窃
盗
罪

四
〇
八
六

賭
博
・
富
籤
罪

三
一
九
八

傷
害
罪

一
八
二
五

横
領
罪

九
八
二

詐
欺
・
恐
喝
罪

八
六
七

同
じ
く
大
正
八
年
に
つ
い
て
、
上
位
五
つ
を
順
に
掲
げ
よ
う
（
19
）

。
大
正
八
年
は
三
・
一
独
立
運
動
が
突
発
し
た
た
め
、
保
安
法
規
違
反
の

罪
が
上
位
に
顔
を
だ
し
て
い
る
。
保
安
法
規
と
い
う
の
は
、
韓
国
時
代
の
保
安
法
（
光
武
一
一
年
＝
明
治
四
〇
年
七
月
法
律
第
二
号
）
や

集
会
取
締
令
（
明
治
四
三
年
八
月
警
務
総
監
部
令
第
三
号
）
な
ど
を
い
う
。
保
安
法
は
、
明
治
四
〇
年
七
月
二
七
日
、
初
代
統
監
の
伊
藤

博
文
が
韓
国
政
府
に
迫
っ
て
公
布
さ
せ
た
も
の
で
、
内
地
の
治
安
警
察
法
や
古
色
蒼
然
た
る
保
安
条
例
（
追
放
規
定
）
の
内
容
を
簡
略
化

し
、
規
制
を
苛
酷
に
し
た
。
集
会
取
締
令
は
、
明
治
四
三
年
八
月
二
四
日
、
警
務
総
長
の
明
石
元
二
郎
が
発
令
し
た
も
の
で
、
政
治
集
会

や
屋
外
に
お
け
る
多
衆
集
合
を
禁
止
し
て
い
た
（
20
）

。

一
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
七
〇
）

罪　
　

名

人　
　

数

窃
盗
罪

三
九
八
八

賭
博
・
富
籤
罪

三
一
八
四

傷
害
罪

一
八
三
七

保
安
法
規
違
反

一
二
四
五

詐
欺
・
恐
喝
罪

八
七
九

判
決
に
よ
る
笞
刑
の
人
数
は
、
右
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
人
数
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
、
大
正
五
年
、
大
正
八
年
の
第
一
審
判
決
被
告

人
員
の
総
数
（
21
）

、
笞
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
人
数
、
後
者
の
し
め
る
比
率
（
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
並
べ
て
み
よ
う
。

年　
　

次

被
告
人
数

笞
刑
の
人
数

比　
　

率

大
正　

五
年

三
〇
〇
八
六

一
三
三
四
一

四
四
・
三

大
正　

八
年

三
六
〇
三
三

一
四
三
五
一

三
九
・
八

次
に
、
即
決
官
署
に
よ
る
笞
刑
の
人
数
を
み
よ
う
。
次
に
掲
げ
る
表
は
、
即
決
官
署
に
よ
る
処
断
人
員
の
総
数
、
同
じ
く
笞
刑
を
言
い

渡
さ
れ
た
者
の
人
数
、
後
者
の
し
め
る
比
率
で
あ
る
（
22
）

。
大
正
元
年
三
月
ま
で
は
、
朝
鮮
笞
刑
令
施
行
前
の
話
で
あ
る
。

年　
　

次

処
断
人
数

笞
刑
の
人
数

比　
　

率

明
治
四
四
年

二
一
三
八
八

一
五
〇
六
五

七
〇
・
四

大
正　

元
年

一
三
八
〇
六

一
六
五
二

一
二
・
〇

一
二



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
七
一
）

二
年

四
六
一
七
五

一
九
九
五
九

四
三
・
二

三
年

五
〇
〇
九
九

二
三
〇
一
九

四
五
・
九

四
年

六
〇
三
七
一

二
六
七
九
七

四
四
・
四

五
年

八
二
一
二
一

三
九
二
二
六

四
七
・
八

八
年

七
一
九
三
九

三
四
九
三
三

四
八
・
六

続
い
て
即
決
事
件
に
つ
い
て
も
、
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
犯
し
た
罪
は
何
か
。
こ
の
う
ち
、
大
正
五
年
に
つ
い
て
、
上
位
五
つ
を

順
に
掲
げ
よ
う
（
23
）

。
こ
れ
も
刑
法
犯
、
特
別
法
犯
の
両
者
を
含
め
た
順
位
で
あ
る
。

罪　
　
　
　
　

名

人　
　

数

賭
博
罪

二
九
五
八
七

森
林
法
規
違
反

三
二
五
二

警
察
犯
処
罰
規
則
違
反

一
六
六
五

屠
獣
規
則
違
反

一
二
四
四

墓
地
火
葬
場
等
取
締
法
規
違
反

七
八
三

犯
罪
即
決
例
（
明
治
四
三
制
一
〇
）
は
、
明
治
四
五
年
制
令
第
一
二
号
の
改
正
に
よ
り
、
①
拘
留
ま
た
は
科
料
の
罪
、
②
三
月
以
下
の

懲
役
、
一
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
、
科
料
に
処
す
る
べ
き
賭
博
罪
、
お
よ
び
拘
留
、
科
料
に
処
す
る
べ
き
刑
法
第
二
〇
八
条
の
暴
行
罪
、
③

三
月
以
下
の
懲
役
、
禁
錮
、
拘
留
、
一
〇
〇
円
以
下
の
罰
金
、
科
料
に
処
す
る
べ
き
行
政
法
規
違
反
の
罪
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
警
察
署
長

一
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
七
二
）

ら
に
即
決
す
る
権
限
を
与
え
た
（
24
）

。
右
の
大
正
五
年
の
場
合
、
即
決
官
署
の
処
断
人
員
総
数
八
二
一
二
一
人
中
、
賭
博
罪
は
三
四
九
九
七
人

で
（
25
）

、
四
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
る
し
、
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
総
数
三
九
二
二
六
人
中
、
賭
博
罪
の
二
九
五
八
七
人
は
七
五
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。

第
一
条　

警
察
署
長
又
ハ
其
ノ
職
務
ヲ
取
扱
フ
者
ハ
其
ノ
管
轄
区
域
内
ニ
於
ケ
ル
左
ノ
犯
罪
ヲ
即
決
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一　

拘
留
又
ハ
科
料
ノ
刑
ニ
該
ル
ヘ
キ
罪

二 　

三
月
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
百
円
以
下
ノ
罰
金
若
ハ
科
料
ノ
刑
ニ
処
ス
ヘ
キ
賭
博
ノ
罪
及
拘
留
又
ハ
科
料
ノ
刑
ニ
処
ス
ヘ
キ
刑
法

第
二
百
八
条
ノ
罪

三　

三
月
以
下
ノ
懲
役
、
禁
錮
若
ハ
拘
留
又
ハ
百
円
以
下
ノ
罰
金
若
ハ
科
料
ノ
刑
ニ
処
ス
ヘ
キ
行
政
法
規
違
反
ノ
罪

こ
こ
で
三
・
一
独
立
運
動
の
関
係
か
ら
、
大
正
八
年
の
即
決
事
件
中
、
保
安
法
の
処
断
人
員
の
数
、
お
よ
び
、
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た

者
の
人
数
を
み
て
お
こ
う
（
26
）

。
特
別
法
犯
の
処
断
人
員
の
総
数
中
、
保
安
法
の
罪
の
人
数
が
第
二
位
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
者
が
即
決

官
署
に
よ
り
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
痛
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
つ
い
で
に
、
第
一
位
の
警
察
犯
処
罰
規
則

違
反
の
罪
の
人
数
、
そ
の
中
の
笞
刑
の
人
数
も
記
し
て
お
こ
う
。

処
断
人
数

笞
刑
の
人
数

比　
　

率

警
察
犯
処
罰
規
則

一
一
四
三
三

二
五
六
七

二
二
・
五

一
四



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
七
三
）

保
安
法

七
九
〇
〇

七
五
八
九

九
六
・
一

特
別
法
犯
人
員
総
数

四
四
九
四
四

一
四
三
〇
〇

三
一
・
八

さ
て
、
裁
判
所
、
即
決
官
署
を
併
せ
て
、
笞
刑
の
人
数
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
の
か
。
大
正
五
年
を
例
に
と
る
と
、
こ
の
年
は
、
裁
判
所

で
一
三
三
四
一
人
、
即
決
官
署
で
三
九
二
二
六
人
が
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
か
ら
、
両
者
を
併
せ
て
五
万
二
〇
〇
〇
人
を
こ
え
る
人
数
で

あ
る
。
大
祭
祝
日
や
元
日
な
ど
執
行
停
止
日
（
朝
鮮
笞
刑
令
施
行
規
則
第
六
条
）
を
除
き
ご
く
粗
っ
ぽ
く
三
六
〇
で
わ
っ
て
も
、
総
督
府

は
日
々
、
一
四
五
人
、
一
四
六
人
に
笞
刑
を
執
行
し
た
計
算
と
な
る
。

笞
刑
を
執
行
す
る
場
所
は
、
監
獄
ま
た
は
即
決
官
署
で
あ
る
。
総
督
府
の
監
獄
、
お
よ
び
分
監
の
新
受
刑
者
の
総
数
と
、
笞
刑
の
人
数

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
27
）

。
大
正
元
年
三
月
ま
で
は
、
朝
鮮
笞
刑
令
施
行
前
の
話
で
あ
る
。

年
次

新
受
刑
者
総
数

笞
刑
の
人
数

笞
刑
（
男
）

笞
刑
（
女
）

明
治
四
四
年

八
五
六
三

一
三
九
一

一
三
五
八

三
三

大
正　

元
年

一
〇
九
一
四

二
二
一
九

二
二
〇
八

一
一

二
年

一
二
七
八
四

二
六
八
二

三
年

一
四
三
二
七

三
四
八
一

四
年

一
五
九
二
一

四
三
五
二

五
年

一
九
〇
七
一

六
七
八
二

こ
の
表
が
示
す
笞
刑
の
人
数
は
、
ど
の
年
次
も
第
一
審
判
決
の
笞
刑
の
人
数
の
半
数
程
度
で
あ
る
。
新
受
刑
者
中
笞
刑
の
人
数
と
判
決

一
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
七
四
）

の
笞
刑
の
人
数
の
数
字
の
開
き
が
、
果
し
て
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
か
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
ぞ
ろ
大
正
五
年
を
例
に
と
る

と
、
第
一
審
裁
判
所
が
笞
刑
を
言
い
渡
し
た
の
が
一
三
三
四
一
人
、
監
獄
や
分
監
が
新
受
刑
者
と
し
て
う
け
い
れ
た
の
が
六
七
八
二
人
で

あ
る
。
残
り
の
六
五
〇
〇
を
こ
え
る
人
々
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
執
行
の
終
了
ま
で
監
獄
や
即
決
官
署
に
留
置
さ
れ
る
（
朝
鮮
笞
刑
令
第
九
条
）
が
、
一
回
で
執
行
す
る
笞

三
〇
以
下
の
者
は
即
日
執
行
し
、
新
受
刑
者
の
人
数
に
算
入
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
即
決
官
署
の
数
は
明
治
四
三
年

の
時
点
で
、
警
察
署
一
〇
〇
と
警
察
分
署
五
を
併
せ
て
一
〇
五
も
あ
る
が
、
大
正
五
年
の
監
獄
の
数
は
、
監
獄
九
と
分
監
一
三
を
併
せ
て

二
二
に
す
ぎ
な
い
（
28
）

た
め
、
監
獄
や
分
監
で
執
行
す
る
人
数
の
一
部
を
警
察
官
署
に
回
し
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
し
あ
た
り
推
測
さ
れ
る
の

は
こ
の
二
つ
く
ら
い
な
が
ら
、
ど
ち
ら
も
机
上
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
別
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
疑
問

を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

大
正
五
年
に
つ
い
て
は
、
監
獄
、
お
よ
び
分
監
の
新
受
刑
者
中
、
笞
刑
の
人
数
六
七
八
二
人
の
笞
数
が
わ
か
っ
て
い
る
。
上
位
五
つ
の

犯
罪
の
受
刑
者
の
笞
数
と
、
六
七
八
二
人
の
笞
数
を
掲
げ
よ
う
（
29
）

。
こ
れ
も
刑
法
犯
、
特
別
法
犯
の
両
者
を
含
め
た
順
位
で
あ
る
。

笞　

数

窃
盗
罪

賭
博
・
富
籤

傷
害
罪

横
領
罪

詐
欺
・
恐
喝

一
〇
〇

二

二

一

二

一
七

九
〇

一
五
八
八

四
二
一

三
二
三

二
七
〇

三
二
二

三
四
四
一

八
〇

一
三

一
一

一
三

四

五

六
一

七
〇

五
一

五
九

二
一

七

四

一
六
六

六
〇

五
六
六

五
四
五

三
三
二

一
六
六

五
七

一
九
一
四

一
六



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
七
五
）

五
〇

二
六

一
一
〇

六

八

三

一
八
一

四
〇

七

三
九

一
三

六

八
七

三
〇

七
二

三
四
四

八
九

四
四

一
四

六
九
〇

二
〇

二

八
五

六

三

一

一
八
九

一
〇

一
九

二

三
六

合　

計

二
三
二
七

一
六
三
五

八
〇
五

五
〇
九

四
〇
八

六
七
八
二

一
見
し
て
わ
か
る
が
、
笞
数
九
〇
、
笞
数
六
〇
、
笞
数
三
〇
、
す
な
わ
ち
、
切
り
よ
く
三
回
、
二
回
、
一
回
で
執
行
す
る
笞
数
に
山
が

あ
る
。
窃
盗
罪
、
横
領
罪
、
詐
欺
・
恐
喝
の
罪
、
こ
の
三
つ
は
笞
数
九
〇
が
一
番
の
山
、
賭
博
・
富
籤
の
罪
は
六
〇
が
一
番
の
山
、
傷
害

罪
は
九
〇
、
六
〇
の
二
つ
山
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
笞
刑
を
執
行
さ
れ
た
者
の
笞
数
で
あ
り
、
即
決
事
件
の
受
刑
者
の
笞
数
は
、
統
計
が

残
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
九
〇
、
六
〇
、
三
〇
に
山
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

朝
鮮
総
督
府
が
朝
鮮
に
笞
刑
を
執
行
し
た
の
は
、
明
治
四
五
年
（
＝
大
正
元
年
）
四
月
一
日
か
ら
大
正
九
年
三
月
末
日
ま
で
、
八
年
間

の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
第
二
節
で
示
し
た
笞
刑
に
関
す
る
具
体
的
な
数
字
を
、
こ
こ
で
概
括
す
る
な
ら
、
八
年
の
間
に
裁
判
所
が
笞
刑
を

言
い
渡
し
た
人
数
は
ざ
っ
と
九
万
人
を
こ
え
る
。
さ
ら
に
、
大
正
六
年
、
七
年
の
二
年
分
を
外
し
、
残
る
六
年
間
に
即
決
官
署
が
笞
刑
を

言
い
渡
し
た
人
数
も
、
ざ
っ
と
一
四
万
五
〇
〇
〇
人
を
こ
え
る
。
こ
の
二
年
分
の
人
数
が
わ
か
れ
ば
、
即
決
官
署
の
言
い
渡
し
た
人
数
は

一
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
七
六
）

お
そ
ら
く
二
〇
万
人
く
ら
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
裁
判
所
と
即
決
官
署
を
併
せ
て
、
笞
刑
を
言
い
渡
し
た
者
の
総
数
が
、
約
二
九
万
人
で

あ
る
。
年
平
均
、
三
万
六
〇
〇
〇
人
と
い
う
大
き
な
数
で
あ
る
。

本
稿
を
と
じ
る
に
あ
た
り
一
、
二
、
附
記
す
る
こ
と
が
あ
る
。
附
記
①
、
笞
刑
の
執
行
に
つ
い
て
、
朝
鮮
笞
刑
令
、
朝
鮮
笞
刑
令
施
行

規
則
、
笞
刑
執
行
心
得
の
三
つ
に
確
か
に
詳
細
な
規
定
が
あ
る
。
中
で
も
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
笞
刑
執
行
心
得
の
第
二
条
、
第
三
条
に

は
笞
の
打
ち
方
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
肝
腎
の
打
力
に
つ
い
て
は
、
こ
の
第
二
条
、
第
三
条
の
制
約
を

除
い
て
、
何
一
つ
規
定
が
な
か
っ
た
。
広
く
し
ら
れ
る
よ
う
に
死
刑
の
公
開
は
残
虐
な
が
ら
、
笞
刑
の
場
合
は
公
開
し
な
い
こ
と
が
残
虐

な
結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
第
二
条
、
第
三
条
が
厳
格
に
遵
守
さ
れ
る
保
証
は
な
か
っ
た
。
往
々
に
し
て
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
打
力
が
受
刑
者
に
加
え
ら
れ
た
か
、
不
明
と
い
う
し
か
な
い
。

附
記
②
、
こ
れ
も
既
に
み
た
が
、
総
督
府
の
監
獄
、
お
よ
び
分
監
の
新
受
刑
者
の
中
に
、
明
治
四
四
年
三
三
人
、
大
正
元
年
一
一
人
の

女
性
の
数
字
が
あ
る
。
こ
れ
が
朝
鮮
笞
刑
令
の
施
行
前
の
話
で
あ
る
こ
と
は
、
記
し
て
お
い
た
。
こ
こ
で
、
こ
れ
よ
り
前
、
明
治
四
三
年

を
み
る
と
、
刑
法
大
全
の
罪
で
一
六
人
の
女
性
が
笞
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
監
獄
に
収
監
さ
れ
て
い
る
（
30
）

。
こ
の
人
々
が
笞
刑
を
執
行
さ
れ
た

か
、
何
ら
か
の
換
刑
処
分
に
ふ
さ
れ
た
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

罪　

名

窃　

盗

准
窃
盗

盗
後
分
贓

犯　

贓

姦　

淫

邪　

術

賭
技
・
富
籤

合　

計

人　

数

九

一

二

一

一

一

一

一
六

本
稿
は
、
副
題
の
「
刑
罰
史
の
一
幕
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
刑
事
法
制
史
上
の
小
さ
な
問
題
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
笞
刑
を

考
察
す
る
な
ら
、
古
代
日
本
の
律
や
、
明
治
前
期
の
仮
刑
律
や
新
律
綱
領
を
俎
上
に
の
せ
る
の
が
、
法
制
史
研
究
の
い
わ
ば
常
道
で
あ
る

一
八



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
七
七
）

し
、
は
じ
め
に
書
き
落
し
た
が
、
近
世
日
本
の
御
定
書
（
敲
の
刑
）
を
俎
上
に
の
せ
る
の
が
、
い
わ
ば
常
道
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿

は
、
物
好
き
に
、
朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
を
俎
上
に
の
せ
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
数
年
、
日
本
と
隣
国
（
韓
国
、
北
朝
鮮
、
中
国
）
の
外
交
上

の
対
立
や
摩
擦
が
日
々
報
道
さ
れ
る
中
で
、
私
が
、
近
代
日
本
が
支
配
し
た
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
の
種
々
の
事
項
に
つ
い
て
、
正
確
な
歴
史

認
識
を
形
成
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
1
） 

笞
罪
の
杖
も
杖
罪
の
杖
も
長
さ
は
三
尺
五
寸
、
笞
罪
の
杖
の
太
さ
は
一
方
が
三
分
、
他
方
が
二
分
。
養
老
令
獄
令
末
条
を
参
照
。

（
2
） 

小
泉
輝
三
朗
著
、
礫
川
全
次
校
訂
『
明
治
黎
明
期
の
犯
罪
と
刑
罰
』（
批
評
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
六
〇
頁
以
下
。

（
3
） 

利
光
三
津
夫
「
最
後
の
笞
刑
法
案
」（
法
学
研
究
第
七
五
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年
）
七
三
〜
七
四
頁
。

（
4
） 

法
制
史
研
究
編
集
委
員
会
の
求
め
で
、
私
は
、
利
光
氏
の
「
最
後
の
笞
刑
法
案
」
の
書
評
を
記
し
た
。
こ
の
書
評
は
『
法
制
史
研
究
』
第
五
三

号
（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
さ
い
①
②
は
些
細
な
こ
と
だ
か
ら
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
③
の
誤
り
は
書
評
者
の
責
と
し
て

二
五
二
頁
で
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
な
お
、
私
は
、
そ
こ
で
も
笞
刑
令
の
廃
止
を
大
正
九
年
三
月
と
記
し
た
。
正
確
に
は
、
大
正
九
年
制
令

第
五
号
朝
鮮
笞
刑
令
廃
止
の
件
は
制
定
日
が
大
正
九
年
三
月
三
一
日
、
施
行
日
が
同
年
四
月
一
日
で
あ
る
。

（
5
） 

台
湾
の
罰
金
及
笞
刑
処
分
例
、
関
東
州
罰
金
及
笞
刑
処
分
令
、
朝
鮮
笞
刑
令
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
各
年
次
の
『
法
令
全
書
』
に
よ
り
容
易
に

み
ら
れ
る
。
台
湾
の
罰
金
及
笞
刑
処
分
例
の
廃
止
、
朝
鮮
笞
刑
令
の
廃
止
も
、
同
書
で
わ
か
る
。
た
だ
私
の
調
査
が
行
き
届
か
ず
、
関
東
州
罰
金
及

笞
刑
処
分
令
の
廃
止
が
い
つ
か
、
確
認
し
て
い
な
い
。
平
野
義
太
郎
が
満
洲
国
、
関
東
州
、
中
国
へ
調
査
旅
行
に
い
き
、
帰
国
後
関
東
州
の
笞
刑
を

論
じ
た
「
笞
刑
に
就
い
て
」
と
い
う
、
有
名
な
論
文
を
発
表
し
た
の
は
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
の
『
法
律
時
報
』
第
一
二
巻
第
一
一
号
で

あ
る
。
関
東
州
の
笞
刑
は
、
あ
る
い
は
、
日
本
の
敗
戦
ま
で
存
続
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
6
） 

日
本
政
府
は
、
明
治
四
三
年
八
月
、
韓
国
を
併
合
す
る
と
、
勅
令
第
三
二
四
号
「
朝
鮮
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
件
」
を
公
布
し
、
朝
鮮

に
お
け
る
法
制
の
構
築
に
と
り
か
か
っ
た
。
第
三
二
四
号
は
無
論
緊
急
勅
令
で
あ
る
。
こ
の
承
諾
議
案
を
審
議
す
る
第
二
七
議
会
は
、
何
と
、
こ
の

勅
令
と
同
じ
名
称
、
同
じ
内
容
の
明
治
四
四
年
法
律
第
三
〇
号
「
朝
鮮
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律
」
を
成
立
さ
せ
た
。
私
は
、
ず
っ
と
前

一
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
七
八
）

に
「
朝
鮮
制
令
委
任
方
式
を
め
ぐ
る
帝
国
議
会
の
奇
態
な
情
況
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
を
『
法
学
紀
要
』
第
三
六
巻
（
一
九
九
五
年
）
に
発
表

し
て
、
こ
の
間
の
事
情
に
関
す
る
通
説
の
杜
撰
さ
を
批
判
し
た
。
し
か
し
、
無
名
の
雑
誌
に
発
表
し
た
せ
い
か
、
一
〇
〇
頁
を
こ
え
る
長
大
な
論
文

だ
っ
た
せ
い
か
、
発
表
後
一
つ
も
書
評
が
で
ず
、
長
く
読
者
は
な
か
っ
た
。

（
7
） 
朝
鮮
笞
刑
令
は
、
内
閣
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
明
治
四
五
年
4
の
復
刻
版
（
原
書
房
、
一
九
九
三
年
）
三
八
〜
四
〇
頁
。
ち
な
み
に
、
朝
鮮

総
督
府
編
『
朝
鮮
法
令
輯
覧
』
は
、
大
正
四
年
版
（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
一
五
年
）
を
み
る
と
、
第
一
四
輯
民
事
・
刑
事
・
監
獄
二
七
八
〜
二
七
九

頁
の
見
開
き
に
、
朝
鮮
笞
刑
令
、
朝
鮮
笞
刑
令
施
行
規
則
、
笞
刑
執
行
心
得
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
8
） 

明
治
四
〇
年
刑
法
に
お
い
て
は
、
有
期
の
懲
役
は
一
月
以
上
一
五
年
以
下
、
拘
留
は
一
日
以
上
三
〇
日
未
満
、
罰
金
は
二
〇
円
以
上
、
科
料
は

一
〇
銭
以
上
二
〇
円
未
満
。
注
記
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
念
の
た
め
。

（
9
） 

刑
法
大
全
は
第
九
七
条
、
第
九
八
条
で
、
笞
刑
を
一
〇
か
ら
一
〇
〇
、
こ
れ
を
こ
え
る
と
禁
獄
を
一
月
か
ら
一
〇
月
と
し
、
各
々
一
〇
等
級
と

し
た
。
禁
獄
の
上
は
役
刑
で
、
第
九
六
条
は
刑
期
を
一
年
か
ら
終
身
の
一
〇
等
級
と
し
た
。
さ
ら
に
上
は
絞
で
あ
る
。

（
10
） 

朝
鮮
笞
刑
令
施
行
規
則
、
笞
刑
執
行
心
得
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
法
令
全
書
』
明
治
四
五
年
5
の
復
刻
版
（
一
九
九
四
年
）
一
九
五
〜
一
九
六
頁
、

同
書
明
治
四
五
年
6
の
復
刻
版
（
一
九
九
四
年
）
一
五
八
〜
一
六
一
頁
。
執
行
心
得
は
、
刑
盤
の
平
面
図
、
立
体
図
を
掲
載
し
て
い
る
（
一
六
〇
〜

一
六
一
頁
）。

（
11
） 

罰
金
及
笞
刑
処
分
例
施
行
細
則
（
台
湾
）
は
、『
法
令
全
書
』
明
治
三
七
年
4
の
復
刻
版
（
一
九
八
六
年
）
四
八
〜
五
〇
頁
。

（
12
） 

新
律
綱
領
の
首
巻
の
獄
具
図
中
、
笞
の
表
面
図
、
背
面
図
は
、『
法
令
全
書
』
明
治
三
年
の
復
刻
版
（
一
九
七
四
年
）
五
八
九
〜
五
九
〇
頁
。

（
13
） 

朴
慶
植
『
日
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
支
配
』
上
巻
（
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
）
四
七
頁
。

（
14
） 

朴
・
前
掲
書
四
七
頁
。

（
15
） 

平
野
・
前
掲
論
文
三
二
頁
。

（
16
） 

そ
の
頃
の
朝
鮮
の
司
法
制
度
の
概
要
は
、
新
井
勉
、
蕪
山
嚴
、
小
柳
春
一
郎
『
近
代
日
本
司
法
制
度
史
』（
信
山
社
、
二
〇
一
一
年
）
中
、
第

三
編
第
一
二
章
外
地
の
司
法
制
度
参
照
。
同
章
は
、
新
井
が
執
筆
し
た
。

（
17
） 

朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
（
一
九
一
八
年
発
行
）
表
三
六
一
第
一
審
刑
事
罪
名
別
判
決
人
員
、
同
『
朝
鮮
総
督

二
〇



朝
鮮
総
督
府
の
笞
刑
に
つ
い
て
（
新
井
）

（
二
七
九
）

府
統
計
年
報
』
大
正
八
年
度
（
一
九
二
〇
年
発
行
）
表
二
八
六
第
一
審
刑
事
罪
名
別
判
決
人
員
。
前
者
の
表
三
六
一
に
は
、
大
正
元
年
四
三
二
一
人

中
、
故
障
事
件
五
人
、
二
年
六
二
八
二
人
中
、
同
四
人
、
三
年
七
二
五
二
人
中
、
同
六
人
、
四
年
九
〇
〇
七
人
中
、
同
八
人
、
五
年
一
三
三
四
一
人

中
、
同
二
四
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
故
障
事
件
の
意
味
は
不
明
。

（
18
） 
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
、
表
三
六
一
。
続
く
第
六
位
は
森
林
法
規
違
反
の
罪
五
七
七
人
、
第
七
位
は
鉱
業
法
規
違
反
の

罪
三
三
〇
人
。

（
19
） 

前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
八
年
度
、
表
二
八
六
。
続
く
第
六
位
は
横
領
罪
八
一
〇
人
、
第
七
位
は
森
林
令
違
反
の
罪
六
一
六
人
で

あ
る
。

（
20
） 

保
安
法
、
集
会
取
締
令
は
、
さ
し
あ
た
り
、
前
掲
『
朝
鮮
法
令
輯
覧
』
大
正
四
年
版
、
第
九
輯
衛
生
・
警
察
四
二
〜
四
三
頁
の
見
開
き
。

（
21
） 

大
正
五
年
、
大
正
八
年
の
第
一
審
被
告
人
員
の
総
数
は
、
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
、
表
三
六
一
、
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府

統
計
年
報
』
大
正
八
年
度
、
表
二
八
六
。

（
22
） 

前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
、
表
二
九
三
犯
罪
即
決
事
件
罪
名
別
処
断
人
員
、
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
八
年

度
、
表
二
三
四
犯
罪
即
決
事
件
処
断
人
員
。
表
の
中
で
大
正
元
年
（
＝
明
治
四
五
年
）
の
笞
刑
の
人
数
が
少
な
く
、
比
率
が
低
い
。
こ
れ
は
、
大
正

元
年
の
即
決
事
件
の
処
断
人
員
総
数
が
少
な
い
中
で
、
罰
金
（
四
二
〇
〇
人
で
、
三
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
や
科
料
（
六
一
八
七
人
で
、
四
四
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
）
の
人
数
が
多
く
、
し
め
る
比
率
が
高
い
た
め
で
あ
る
。

（
23
） 

前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
、
表
二
九
三
。
続
く
第
六
位
は
傷
害
罪
（
こ
れ
は
、
刑
法
第
二
〇
八
条
暴
行
罪
か
？
）
三
六
四

人
、
第
七
位
は
民
籍
法
違
反
の
罪
二
九
九
人
で
あ
る
。

（
24
） 

犯
罪
即
決
例
（
明
治
四
五
制
一
二
改
正
）
は
、
前
掲
『
法
令
全
書
』
明
治
四
五
年
4
の
復
刻
版
三
七
〜
三
八
頁
。
お
よ
び
、
前
掲
『
朝
鮮
法
令

輯
覧
』
大
正
四
年
版
、
第
一
四
輯
民
事
・
刑
事
・
監
獄
二
七
四
頁
。

（
25
） 

即
決
官
署
の
処
断
人
員
総
数
、
賭
博
罪
の
人
数
は
、
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
、
表
二
九
三
。

（
26
） 

前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
八
年
度
、
表
二
三
四
犯
罪
即
決
事
件
処
断
人
員
。
な
お
、
表
二
三
四
中
、
刑
法
犯
の
頁
は
、
昔
、
私
が

複
写
す
る
の
を
怠
っ
た
た
め
、
欠
落
し
て
い
る
。

二
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
二
八
〇
）

（
27
） 

前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
、
表
三
八
五
新
受
刑
者
の
罪
名
刑
名
及
刑
期
。

（
28
） 

朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
明
治
四
三
年
度
（
一
九
一
二
年
発
行
）
表
三
〇
五
警
察
官
署
、
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』

大
正
五
年
度
、
表
三
七
九
監
獄
職
員
。
な
お
、
大
正
五
年
の
警
察
官
署
の
箇
所
は
、
昔
、
私
が
複
写
す
る
の
を
怠
っ
た
た
め
、
欠
落
し
て
い
る
。

（
29
） 
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
大
正
五
年
度
、
表
四
〇
六
笞
刑
執
行
人
員
。

（
30
） 

前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
明
治
四
三
年
度
、
表
三
八
二
新
受
刑
者
の
罪
名
刑
名
及
刑
期
。

二
二
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